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８
月

１７
日
か
ら

２７
日
に
か
け
て

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド（
以
下「
Ｎ
Ｚ
」）

で
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
を
実
施

し
ま
し
た
。
派
遣
団
は
、
佐
賀
中

学
校
、
大
方
中
学
校
各
６
人
計

１２

人
の
生
徒
と
、
教
育
委
員
会
１
人
、

両
中
学
校
か
ら
１
人
ず
つ
、
今
回

任
期
を
終
え
て
帰
国
す
る
Ａ
Ｌ
Ｔ

の
ロ
ー
ラ
の
引
率
４
人
で
す
。

◆
１７
日（
土
）
　

　
早
朝
、
佐
賀
庁
舎
に
集
合
し
た

派
遣
団
一
行
は
、
派
遣
団
生
徒
代

表
、
武
内
初
妃
さ
ん（
大
方
中
３

年
）が
決
意
表
明
を
し
た
あ
と
、家

族
の
見
送
り
を
受
け
て
バ
ス
で
高

知
空
港
に
向
か
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
か
ら
飛
行
機
で
伊
丹
空
港

に
、
そ
こ
か
ら
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
で

関
西
国
際
空
港
ま
で
移
動
。
初
め

て
の
出
国
手
続
き
に
ド
キ
ド
キ
し

な
が
ら
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
に
向
け

飛
び
立
ち
ま
し
た
。

◆
１８
日（
日
）　

　
現
地
時
間
の
午
前
８
時
過
ぎ
に

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
空
港
に
到
着
。
日

本
と
Ｎ
Ｚ
と
の
時
差
は
プ
ラ
ス
３

時
間
と
ほ
と
ん
ど
な
く
、
気
分
を

悪
く
す
る
生
徒
も
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
空
港
に
昨
年
ま
で
黒
潮
町
の

Ａ
Ｌ
Ｔ
だ
っ
た
ソ
ニ
ア
さ
ん
が
出

迎
え
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　
空
港
か
ら
ロ
ト
ル
ア
ま
で
貸
し

切
り
バ
ス
で
移
動
。
こ
の
日
の
昼

食
は
、
移
動
途
中
の
町
で
各
自
が

と
り
ま
し
た
。
自
分
で
選
ん
で
英

語
で
注
文
す
る
の
で
す
が
、
誰
も

困
る
こ
と
な
く
注
文
と
支
払
い
が

で
き
ま
し
た
。

　
ロ
ト
ル
ア
で
は
、
レ
イ
ン
ボ
ー
・

ス
プ
リ
ン
グ
ス
・
キ
ー
ウ
ィ
・
ワ

イ
ル
ド
ラ
イ
フ
・
パ
ー
ク
と
い
う

Ｎ
Ｚ
原
産
の
動
植
物
が
集
め
ら
れ

た
自
然
公
園
施
設
を
見
学
。
そ
の

後
、
先
住
民
族
の
マ
オ
リ
の
文
化

を
守
り
伝
え
る
マ
オ
リ
村
で
、
マ

オ
リ
の
儀
式
と
伝
統
芸
能
を
鑑
賞

し
、
伝
統
料
理
ハ
ン
ギ（
蒸
し
焼

き
料
理
）の
夕
食
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
こ
の
日
は
ロ
ト
ル
ア
湖
畔
の
ホ

テ
ル
に
宿
泊
。
窓
か
ら
は
と
こ
ろ

ど
こ
ろ
水
蒸
気
の
噴
き
出
す
美
し

い
ロ
ト
ル
ア
湖
が
望
め
ま
し
た
。

◆
１９
日（
月
）

　
一
行
は
ホ
テ
ル
を
出
発
し
、
ハ

ミ
ル
ト
ン
市
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド

中
学
校
へ
。
担
当
の
イ
ア
ン
・
バ

ッ
ク
先
生
が
出
迎
え
て
く
れ
ま
し

た
。
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
中
学
校

に
は
約
７
０
０
人
の
生
徒
が
い
ま

す
が
、
そ
の
中
の
マ
オ
リ
族
の
生

徒
た
ち
が
、
マ
オ
リ
の
伝
統
様
式

に
よ
る
歓
迎
式
を
開
い
て
く
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
後
生
徒
た
ち
は
教
室
に
入

り
、
引
率
者
た
ち
は
校
長
先
生
に

校
内
を
案
内
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
何
よ
り
も
驚
く
の
は
、
日
本
の

学
校
と
の
施
設
内
容
の
違
い
で
す
。

ま
ず
一
番
は
、
学
校
敷
地
が
と
て

も
広
い
こ
と
。
平
地
が
余
る
ほ
ど

あ
る
た
め
、
校
内
の
建
物
は
す
べ

て
平
屋
で
、
校
庭
も
す
べ
て
芝
生
。

子
ど
も
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
が
は
だ

し
で
走
り
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
校
内
に
は
テ
レ
ビ
放
送
室
や
ラ

ジ
オ
放
送
局
が
あ
り
、
生
徒
が
番

組
を
作
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局
と
し
て
も

活
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
ま
た
大
き
な
ホ
ー
ル
が
あ

り
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
集
会
が
開
か

れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
よ
う
に
、

体
育
館
を
い
ろ
ん
な
も
の
に
使
い

ま
わ
す
の
で
は
な
く
、
専
用
施
設

が
あ
る
の
が
違
い
で
す
。

　
生
徒
は
授
業
に
応
じ
て
教
室
に

移
動
す
る
の
で
、
先
生
が
一
カ
所

に
集
ま
る
職
員
室
は
な
く
、
休
憩

室
を
兼
ね
た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー

ム
が
あ
り
ま
す
。
先
生
方
は
毎
日

午
前
中
の
休
憩
時
間
に
は
休
憩
室

に
集
ま
り
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
だ

り
ク
ッ
キ
ー
を
食
べ
た
り

３０
分
ほ

ど
お
し
ゃ
べ
り
を
し
ま
す
。
そ
の

間
生
徒
た
ち
も
、
遊
ぶ
子
も
い
れ

ば
持
参
の
お
や
つ
を
食
べ
る
な
ど
、

自
由
に
過
ご
し
ま
す
。

　
午
後
３
時
ご
ろ
で
授
業
は
終
わ

り
、
ク
ラ
ブ
活
動
も
な
い
の
で
、

生
徒
た
ち
は
す
ぐ
に
帰
り
ま
す
。

　
黒
潮
町
の
生
徒
た
ち
は
、
こ
の

日
か
ら
６
泊
７
日
、
各
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
先
で
過
ご
し
ま
す
。
引
率
者

た
ち
の
心
配
を
よ
そ
に
、
生
徒
た

ち
は
元
気
に
明
る
く
、
各
家
庭
に

去
っ
て
い
き
ま
し
た
。

◆
２０
日（
火
）

　
８
時
ご
ろ
、
黒
潮
町
の
生
徒
た
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ち
は
続
々
と
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の

保
護
者
と
一
緒
に
登
校
し
て
き
ま

し
た
。
体
調
不
良
を
訴
え
る
生
徒

は
お
ら
ず
、
ひ
と
安
心
。

　
イ
ア
ン
先
生
の
Ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｌ（
英

語
を
母
国
語
と
し
な
い
生
徒
の
た

め
の
ク
ラ
ス
）の
授
業
を
簡
単
に

受
け
、
そ
の
後
郊
外
の
動
物
園
へ
。

学
校
に
帰
り
、
ま
た
イ
ア
ン
先
生

の
授
業
で
す
。
さ
っ
き
行
っ
た
動

物
園
に
ど
ん
な
動
物
や
鳥
が
い
た

か
、
英
語
で
答
え
さ
せ
る
も
の
で

す
。
そ
の
あ
と
、
今
日
見
聞
き
し

た
こ
と
を
英
語
で
ま
と
め
る
宿
題

が
出
さ
れ
、
生
徒
た
ち
は
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
先
の
子
ど
も
や
保
護
者

と
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

◆
２１
日（
水
）

　
今
日
も
元
気
に
み
ん
な
登
校
。

ま
ず
Ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
教
室
で
昨
日
の
イ

ア
ン
先
生
の
宿
題
の
報
告
か
ら
。

そ
の
あ
と
生
徒
た
ち
は
、
各
自
教

室
に
入
り
授
業
を
受
け
ま
し
た
。

◆
２２
日（
木
）

　
登
校
し
た
ば
か
り
の
生
徒
た
ち

の
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
に
作
っ
て

も
ら
っ
た
お
弁
当
を
見
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
み
ん
な
サ
ン
ド
イ

ッ
チ
に
果
物
、
ク
ラ
ッ
カ
ー
の
よ

う
な
簡
単
な
も
の
で
す
。
中
に
は
、

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
ポ
テ
ト
フ
ラ
イ

に
缶
詰
と
イ
ン
ス
タ
ン
ト
み
そ
汁

と
い
う
の
が
あ
り
、
ど
う
や
っ
て

食
べ
よ
う
か
、
と
思
う
よ
う
な
も

の
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
授
業
の
合
間
に
、
全

校
生
徒
の
前
で
の
黒
潮
町
を
紹
介

す
る
プ
レ
ゼ
ン
と
ダ
ン
ス
の
練
習

を
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
授
業
を
は
さ
ん
で
、
午

後
は
ホ
ー
ル
で
近
隣
の
高
校
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
部
に
よ
る
演
奏
会
が
行

わ
れ
、
全
校
生
徒
が
鑑
賞
し
ま
し

た
。
会
場
に
入
っ
て
き
た
生
徒
た

ち
は
自
主
的
に
列
に
な
り
整
然
と

着
席
。
演
奏
が
始
ま
る
と
、
静
か

な
曲
の
と
き
に
は
静
か
に
、
ア
ッ

プ
テ
ン
ポ
で
賑
や
か
な
曲
の
と
き

に
は
大
き
く
手
拍
子
を
し
た
り
歓

声
を
上
げ
た
り
と
、
場
面
場
面
の

切
り
替
え
が
実
に
鮮
や
か
に
行
わ

れ
る
こ
と
に
感
嘆
し
ま
し
た
。

◆
２３
日（
金
）

　
朝
か
ら
全
校
生
徒
の
前
で
、
黒

潮
町
生
徒
た
ち
の
発
表
会
で
す
。

会
場
を
埋
め
尽
く
し
た
フ
ェ
ア
フ

ィ
ー
ル
ド
中
学
生
と
先
生
た
ち
を

前
に
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
黒
潮

町
の
紹
介
を
英
語
で
行
い
、
そ
の

あ
と
、
ダ
ン
ス（
よ
さ
こ
い
ソ
ー

ラ
ン
）を
踊
り
ま
し
た
。
昨
日
の

練
習
の
甲
斐
あ
っ
て
、
気
持
ち
の

い
い
ダ
ン
ス
が
で
き
ま
し
た
。

◆
２４
日（
土
）

　
生
徒
た
ち
は
各
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

先
の
家
族
と
自
由
行
動
。
観
光
地

に
行
っ
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験

を
し
た
り
、
楽
し
ん
だ
よ
う
で
す
。

◆
２５
日（
日
）

　
い
よ
い
よ
、
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル

ド
中
学
校
と
も
今
日
で
お
別
れ
。

生
徒
を
代
表
し
て
杉
本
萌
恵
さ
ん

（
大
方
中
３
年
）が
お
礼
と
お
別
れ

の
言
葉
を
述
べ
、
あ
ち
こ
ち
で
別

れ
を
惜
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
バ
ス
で
オ
ー
ク
ラ
ン
ド

に
移
動
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
戦
争
記

念
博
物
館
と
ス
カ
イ
・
タ
ワ
ー
の

観
光
を
行
い
ま
し
た
。

◆
２６
日（
月
）

　
思
い
出
深
い
Ｎ
Ｚ
を
去
る
日
が

来
ま
し
た
。
ま
だ
暗
い
オ
ー
ク
ラ

ン
ド
の
町
を
、
空
港
ま
で
バ
ス
で

移
動
。
ロ
ー
ラ
と
は
こ
こ
で
お
別

れ
で
す
。

　
お
土
産
と
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い

詰
ま
っ
た
荷
物
と
一
緒
に
、
オ
ー

ク
ラ
ン
ド
か
ら
成
田
空
港
に
向
け

て
飛
び
立
ち
ま
し
た
。

　
そ
の
日
の
う
ち
に
成
田
に
到
着

し
、
成
田
空
港
横
の
ホ
テ
ル
に
宿

泊
。
久
し
ぶ
り
の
日
本
食
に
、
な

ぜ
か
ホ
ッ
と
す
る
み
ん
な
で
し
た
。

◆
２７
日（
火
）

　
成
田
か
ら
バ
ス
で
羽
田
空
港
に

移
動
し
、
昼
過
ぎ
高
知
空
港
へ
。

黒
潮
町
バ
ス
に
乗
り
、
途
中
南
国

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
昼
食
、
午
後

３
時
過
ぎ
に
佐
賀
庁
舎
に
無
事
到

着
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
で
は
、
大
き
な
ト

ラ
ブ
ル
も
な
く
、
生
徒
た
ち
も
決

め
ら
れ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
に

行
動
が
で
き
ま
し
た
。

　
何
よ
り
、
生
徒
た
ち
が
堂
々
と

会
話
し
、
現
地
の
子
ど
も
た
ち
や

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
打
ち
解
け

あ
っ
て
い
る
姿
に
頼
も
し
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
い
い
経
験
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
海
外
派
遣
に
参
加
し
た
生

徒
の
皆
さ
ん
に
は
、
経
験
を
自
分

だ
け
の
も
の
に
せ
ず
、
ま
ず
家
族

に
、
そ
し
て
友
達
に
そ
の
情
報
と

経
験
を
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
今
回
の

経
験
を
今
後
の
中
学
校
生
活
、
そ

の
後
の
人
生
に
役
立
て
て
い
た
だ

き
、
国
際
的
視
野
を
持
つ
だ
け
で

な
く
、
日
本
を
、
郷
土
を
愛
す
る

大
き
な
心
を
持
っ
た
、
黒
潮
町
を

支
え
る
人
物
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

（
Ｎ
Ｚ
派
遣
団
長
・
教
育
次
長
　

畦
地
 

和
也
）

イアン先生のＥＳＯＬの授業
よさこいソーラン大成功！

芝生の校庭

英語で黒潮町紹
介
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「初めての外国」　　 佐賀中学校３年　大谷　琴湖
　長かったようであっという間だった１１日間は、私
にとって大切な日々でした。
　研修の中で一番心に残っていることは、ホームス
テイです。私は英語があまり得意ではないので、ド
キドキと不安でいっぱいでした。しかし、私のホー
ムステイ先の人は、とても明るくて優しい家族で、
すぐに馴染むことができました。Ｎｉｃｏｌｅ、Ｋｅｌｌｙ、Ｌｅａ
ｎはバイトなどがあってあまり家にいませんでしたが、
普通の家族のように接してくれました。私はいつも
Ｄａｎｉｅｌと遊んでいました。お土産で持っていった日
本のおもちゃを気に入ってくれて毎日折り紙の折り
方を教えてあげたりして遊びました。
　初めの方は何を言っているのか分からないことが
たくさんありました。しかし、毎日英語を聞いたり
話したりしていると、段々分かるようになって嬉し
かったです。今回の海外派遣で日本では経験できな
いようなことをさせてもらえて、本当に感謝してい
ます。この経験をこれからの人生に生かしていけた
らいいなと思います。

「ＮＺ研修を終えて」 佐賀中学校３年　河村未来乃
　今回の研修は、最初は不安なことだらけでした。
でも、ホームステイ先の家族はたくさん話しかけて
くれて、すぐに打ち解けることができました。
　フェアフィールド中学校で私が行ったクラスは、
私より２、３歳年下のクラスでした。少し不安もあっ
たけど、とても明るいクラスで、すぐにみんなと仲
良くなれました。
　フェアフィールド中学校での５日間は、自分から
積極的に話かけられるようになり、たくさんの友達
ができました。私は初対面の人と話すのは苦手だっ
たけど、少しは変われたかなと思います。
　去年私の家にホームステイした男の子は、高校生
になっていました。でも、会いに来てくれてもう一
度会うことができました。とても嬉しかったです。
　短い期間だったけど貴重な体験がたくさんできま
した。研修を通して、成長できた所や考えが変わっ
た部分もあります。この経験をこれからに生かして
いきたいです。

「ＮＺの語学研修について」佐賀中学校３年　黒田　右京
　ぼくたちは、１週間ＮＺでホームステイをさせてい
ただいて、たくさんのことを学ばせてもらいました。
　日本との文化や食べ物、生活様式の違いなど知ら
ないことなどたくさんありました。それに話す言葉
は英語だったのですごく苦労しました。でも英語を
聞いたり、話したりしている中でその力がすごくつ
いたと思っているし、知らなかったことなどたくさ
ん知れたので、すごく知識も広がって本当にいい経
験ができたなと思っています。
　この年でこんな体験をすることはないと思うので
本当によかったです。この貴重な体験をこれからい
ろいろなことに生かしていきたいです。本当にあり
がとうございました。

「ＮＺを振り返って」 佐賀中学校３年　竹中　蒼太
　ＮＺを振り返ってみると、今また行きたくなるこ
とばかり思い出されます。僕は行く前から楽しみで
不安は一つもありませんでした。それは、今まで研
修に行った人から話を聞かせてもらっていたからで
す。ＮＺの学校では思っていた通り、みんなが笑顔で
フレンドリーに接してくれ、またホストファミリーもすごく
歓迎してくれ、僕を受け入れてくれたので、すごく
安心して過ごすことができました。英語と日本語で
は思っていた通り言葉が通じないことは不便でした
がそれでもなんとか伝えようとお互いがジェスチャ
ーやコミュニケーションをとり合っていたのですご
く仲良くなれたんだと思います。
　僕がこの研修で一番感じたことは英語が上手に喋
れなくてもコミュニケーションがとれれば分かり合
えるということです。僕は中学生で海外に行ける機
会があったことに感謝し、これからの夢に役立てた
いと思います。

「ＮＺ海外派遣事業をして」佐賀中学校３年　永野　紀更
　私は８月１７日から２７日までＮＺに行きました。そ
こで私が学んだことや、初めて知ったことは、日本
と違い、誰でもすぐ仲良くしてくれて、恥ずかしが
ることがないことを学びました。そのおかげで、始
めは打ち解けられなかったけどジェスチャーでなん
とか通じるので、たくさん話をして積極的になれる
ようになり、自信がつきました。
　初めて知ったことは、たくさんありすぎて、びっ
くりすることだらけだったけど、私のホストファミ
リーのおばあちゃんはマオリ語が話せて、マオリ語
を教えてもらって、英語には全然似ていなくて難し
いことを知りました。
　これからの英語の学習で、積極的に英語を話して
いくことを、実践していきたいし、いつかまた絶対
ＮＺに行きたいです。

「これからの私」　    佐賀中学校３年　森田きらり
　１１日間のＮＺ研修で文化の違いや言葉の難しさ、そ
して日本の豊さや家族のありがたみを改めて感じる
ことができました。
　私は文化の違いに一番驚きました。冬でも半そで
は当たり前で、中学生はほとんど裸足で体のつくり
が違うなと感じました。食べ物は、主に一食だけが
多く一つでエネルギーを摂るようでビックリしまし
た。生活の様子も違いがあって、お風呂にはあまり
入っていませんでした。日本との差が激しくて最初
はとても抵抗がありました。しかし、日が過ぎてい
くうちに文化を受けとめられるようになり、自然と
慣れました。
　私はこの貴重な体験をして将来は英語をペラペラ
に話せるようになりたいという意識が強まりました。
言語が違うというだけで人間ってこんなに神経を使
うのかと知ったので、よけいに話してやるという気
合いも出ました。
　短い時間でしたが多くのことを学び、経験できて
とても良かったです。
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「ＮＺ研修を終えて」 大方中学校３年　金子　綾花
　不安と期待の中始まったＮＺ研修。そこでは想像
を遥かに超える経験をすることができました。
　ＮＺと言えば何を思い浮かべますか？羊、キウイ、
いろいろあると思いますが、私はまず自然を思い浮
かべます。ＮＺの自然は日本とだいぶ違っていて高
い木や草原が多かったです。他には食べ物や文化と、
言っていけばきりがないほどあります。日本にはな
い食べ物を食べたり、ホストファミリーやフェアフ
ィールドの子と仲良くなれたり楽しいことがたくさ
んありました。また、水があまり使えなかったり、
言葉に困ったり辛いこともありました。
　でもそんな貴重な経験は、支えてくれた保護者と
役場の方、受け入れてくれたホストファミリーのお
かげだと思います。この感謝の気持ちを忘れず１１日
間の経験を生かして、いつか恩返しができる立派な
大人になりたいです。ありがとうございます。

「ＮＺ研修を終えて」 大方中学校３年　杉本　萌恵
　私はこの研修を通して、英語の難しさや大切さを
学びました。１１日間という、長いようで短い研修期
間でしたが、研修中はさまざまな活動や経験をして
きました。
　その中で一番苦労したのは、会話です。根っから
英語が苦手な私にとってこの研修参加を希望するこ
とは勇気がいりましたが、現地に着いてから慣れな
い英語で会話することは、もっと勇気がいりました。
学校にいる間は、他のメンバーもいて不安はあまり無
かったけど、ホームステイ先と合流して家に着くと日
本語を話せるのは私だけでホストファミリーは英語で話
しているから、理解するのが大変で不安しかありま
せんでした。でも、みんな優しくて、親切で、私の
ことを考えてくれていたのでとても過ごしやすかっ
たです。この研修を通して、私は感謝の気持ちや、
これからの将来、英語を話せる人の有利さを感じま
した。協力してくれた皆さんありがとうございました。

「海外派遣事業で学んだこと」大方中学校３年　武内　初妃
　私は、今回海外派遣事業に参加できたことを本当
に嬉しく思います。英語が飛び抜けて上手な訳じゃ
ないのに合格できて本当に良かったです。
　ＮＺに実際に行ってみて感じたのは、やはり日本
との違いでした。土地が広く１階建ての家ばかりで、
フレンドリーな方がとても多かったです。フェアフ
ィールド中学校でも、生徒が「ＨＥＬＬＯ」と言ってく
れたり、手を振ってくれたりと、とても嬉しかった
です。教室や授業も日本とは全然違う感じで新鮮で
した。
　ホームステイ先のファミリーと過ごした１週間も
とても心に残っています。ホストファミリーがとて
も優しくしてくれて、心配していたホームシックに
なりませんでした。
　マオリのコンサートやキウイ、ラグビーの試合、
スカイタワーなど見たりできて良かったです。この
経験を英語のテストなどで生かせていけたらいいな
と思います。

「ＮＺで学んだこと」 大方中学校３年　徳廣英理香
　私にとってこの１１日間は、短かったと思います。
たくさんの思い出や経験をすることができて、とて
も楽しかったです。
　私がこの１１日間で学んだことは、「コミュニケーシ
ョン能力の大切さ」です。ＮＺに行くと、全部が英
語で少し不安もあったけどわくわくしました。コミ
ュニケーションを取らないと会話は始まらないし、
楽しくないと思うので、コミュニケーションは大切
なものだと思います。なので、私はホストファミリ
ーにいろいろ話しかけたりしました。ホストファミ
リーが話しかけてくれた時はとても嬉しかったし、
英語で会話しているのはとてもかっこいいなあと思
いました。夏休みとかにまた遊びに行きたいです。
　この経験を今後に生かせるように頑張りたいし、
この１１日間の思い出や経験を忘れないようにしたい
です。
　また、ＮＺに行ってホームステイがしたいです。

「ＮＺ研修で学んだこと」大方中学校３年　濱中　倫瑠
　私はこの１１日間ですごく大切なことを学ぶことが
できました。初めての海外旅行で、それにホームス
テイということで最初はすごく不安でした。でもホ
ストファミリーは私が不便にならないようにたくさ
ん気を遣ってくれる本当にやさしい家族でした。ホ
ームステイ中は毎日ハミルトンを案内してくれて、
車中はホストマザーと４歳の子どもの歌声で毎日に
ぎやかでした。
　食事や生活スタイルや言葉ももちろん違ったけど、
ジェスチャーや簡単な英文だけで６日間を過ごすこ
とができたので、少し自信がもてるようになりまし
た。また、私がこんなふうに快く過ごせるように気
を遣ってくれたホストファミリーにも本当に感謝し
ています。
　また、マオリやオークランド博物館でも貴重な体
験をし、ＮＺについて深く知ることができたので最
高の１１日間でした。このことは一生忘れずに日々の
生活を大切にしていきたいと思います。

「ＮＺ研修を経て」　 大方中学校３年　山本　光紅
　私は、今年の夏１１日間ＮＺ研修という貴重な経験
をすることができました。
　待ちに待った初日、長時間の飛行機での旅を終え、
翌朝見たこともない異国の地へ初めて足を踏み入れ
ました。見渡す限りの広大な牧草地で自然豊かであ
りながら、少し田舎から外れるとビルが建ち並び、
いかにも海外というのを味わうことができました。
いろいろな観光スポットにも行き、先住民族マオリ
の文化では、国全体が一つとなり大切に受け継いで
いる姿を見て魅了されました。
　２日目からのホームステイや学校生活では楽しい
分、人と接することの難しさや辛い経験もたくさん
しました。
　しかし、この経験を通し私には一つ高い壁を乗り
越え、決して消えることのない一生の宝物を得るこ
とができました。


